
 
 

○  「組立解体時の最上層」 
 が全体の２割、死亡の４割 
 を占めている 
 ⇒ 最上層からの墜落は死亡 
  に至る可能性が高い 

 
 

○ 全体の6割、死亡の9割以 
 上は「２ｍ以上」で発生 
 

 ⇒ 「2ｍ未満」の箇所で 
  あっても要注意 

 
 

○ 全体の約9割は「建設業」 
 において発生 
 

 ⇒ 中でも、ビル建築工事、 
  木造建築工事で多発 

足場からの総合的な墜落・転落災害防止対策について 
 

～「足場からの墜落・転落災害防止総合対策推進要綱」のポイント～ 

 足場からの墜落・転落災害発生状況 

 足場からの墜落・転落災害は、労働安全衛生規則（安衛則）に基
づく墜落防止措置の丌備、労働者の丌安全行動や無理な姿勢による
作業、床材や手すり等の緊結丌備により発生しているものが、ほと
んどを占めています。 
 

 そのため、適切な墜落防止措置の実施に加え、足場や安全帯の確
実な点検、作業手順の周知、労働者への安全衛生教育の実施などを
各作業段階において実施することが必要丌可欠です。 
 

 本リーフレットでは、足場からの墜落・転落災害の防止に当たっ
て、足場に関係する作業段階ごとの留意事項をまとめましたので、
現場の実情に応じ、設計・計画段階から足場の解体に至るまでの総
合的な安全対策を実施し、労働災害の防止に一層努めてください。 
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「足場からの墜落・転落災害」が 
    全体に占める割合も減少傾向 ●労働災害発生状況の推移 

●「足場からの墜落・転落災害」の傾向（平成21年度及び平成22年度発生分） 

業種別 墜落時の高さ 墜落時の作業 

休業4日以上 休業4日以上 

死亡 死亡 死亡 

建設業 その他 2ｍ以上 2ｍ未満 組立・解体 
最上層 

その他 

休業4日以上 

※ 資料出所：労働者死傷病報告 

（単位：人） 



足場からの墜落防止措置を検討する際の基本的な考え方 
 

 

 足場からの墜落防止措置の検討に当たっては、「建築物等の設計段 
階」から、「足場の解体」まで、それぞれの段階ごとに、以下の①か 
ら④の点を踏まえた対策を計画的に実施することが必要です。 

足場からの「墜落・転落」 
について考えた場合の例 

・「無足場工法」や「大組・大払工法」など 
 高所作業が少なくて済む工法や作業方法の 
 採用 
・高所での組立・解体作業を必要としないゴ 
 ンドラや高所作業車の採用 

・手すり等の設置など安衛則に基づく墜落防 
 止対策の実施 
・組立・解体時における最上層での作業に当 
 たって手すり等をあらかじめ設置すること 

・墜落危険個所への立ち入り禁止措置や、安 
 全ネット等による墜落距離の低減 
・作業主任者による適切な指揮、作業マニュ 
 アルの作成、不安全行動の防止に関する安 
 全衛生教育の実施 

・臨時に手すり等を取り外す際や組立・解体 
 時等に手すり等を設けることが困難な場合 
 における安全帯の使用 
・墜落のリスクに応じた安全帯の「２丁掛」 
 の徹底 
 

① 各現場の実情に応じた安全対策を設計、計画の段階から検討すること 

② リスクアセスメントの観点を踏まえ、実際に足場上で行われている労働者 
 の作業の実態等を十分に踏まえて検討すること 

③ 作業性の低下や丌安全行動等により新たなリスクが誘発されないよう、本 
 質的な安全対策を優先的に採用するよう努めること 

④ 検討した対策を適切な管理のもとに総合的に実施すること 

 

【検討に当たっての優先順位①】 
 
 ・危険な作業の廃止・変更等、 
  設計や計画の段階から労働者 
  の就業に係る危険性又は有害 
  性を除去又は低減する措置 
 
 

【検討に当たっての優先順位②】 
 
 ・インターロック、局所排気装 
  置等の設置等の工学的対策 
 
 

【検討に当たっての優先順位③】 
 
 ・マニュアルの整備等の管理的 
  対策 
 
 

【検討に当たっての優先順位④】 
 
 ・個人用保護具の使用 
 

安全対策を検討する上での基本的な考え方 


